
第１6 回

電車と青春21文字プロジェクト



第１6回



プロジェクトマークについて
21 文字メッセージ事業をより多くの方に知って頂くため、
作品掲示や広報の際にアイコンとして、プロジェクトマーク
を滋賀県内のデザイン団体と学生との共同で作成しました。　
　「ことばが光ると　おもいが届く」というキャッチコピー
と滋賀県・琵琶湖・青春・文芸を表現するシンボルマークは、
柔らかさと知性を特に意識しました。
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21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

「
京
阪
（
石
山
坂
本
線
）
は
向
か
い
合
わ
せ
の
席
が
青
春
ぽ
い
か
ら
好
き
!
」、
沿
線
の
女
子
中
学
生
の

言
葉
で
す
。
こ
の
何
気
な
い
言
葉
か
ら
こ
の
活
動
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
沿
線
に
数
多
く
の
学
校
が
あ
り
、

大
津
市
で
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
る
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
は
青
春
路
線
。
そ
の
駅
数
21
に
因
ん
だ
の
が

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
1
回
か
ら
最
終
審
査
員
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
俵
万
智
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
路
面
電
車
で
通
学
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
素
敵
な
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
て
協
力
い
た
だ
く
団
体
・
企
業
が
増
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
滋
賀
県
域
か
ら
全
国
に

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
電
車
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
活
動
、
入
口
「
交
通
」、
切
り
口
「
文
化
・
文
芸
」、

出
口
「
観
光
」
を
合
言
葉
に
、
滋
賀
県
発
の
新
し
い
独
自
文
芸
が
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
り
、
沿
線
に
学
校
の
多
い
京
阪
電
車
石
山
坂
本
（
い
し
や
ま
さ
か
も
と
）
線
の
駅
数
21
に

因
ん
で
始
ま
っ
た
新
様
式
の
文
芸
表
現
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。

第
16
回
と
な
る
今
年
は
、
社
会
情
勢
も
鑑
み
て
「
始
発
駅
」「
友
情
」「
平
和
」
の
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
作

品
を
募
集
し
ま
し
た
。

経
費
面
で
、
ま
ず
ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念
財
団
の
文
化
芸
術
振
興
事
業
の
助
成
金
事
業
に
選
ば
れ
励
み
と
な
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
実
施
し
、
目
標
額
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
の
新

た
な
試
み
と
し
て
、
滋
賀
県
の
「
令
和
4
年
度
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
、

美
術
館
な
ど
を
舞
台
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
マ
ン
ガ
や
絵
画
、
音
楽
と
様
々
な
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ

ボ
し
ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、そ
れ
ゆ
え
に
21
文
字
文
芸
と
言
え
る
文
化
に
育
っ

た
と
も
言
え
ま
す
。
こ
と
ば
の
美
で
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
持
つ
力
を
五
感
で
味
わ
っ
て
魅
力
を
よ
り
広
く
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
軌
跡

２
０
０
１
年
：�

大
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
市
民
団
体
が
「
京
阪
電
車
石
坂
線
」
を

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
提
案

２
０
０
３
年
：「
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
活
動
開
始

２
０
０
６
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
事
業
開
始

２
０
０
７
年
：
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
を
顕
彰
す
る
「
第
5
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

２
０
０
８
年
：「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
内
閣
官
房
長
官
賞
受
賞

２
０
１
２
年
：�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
の
地
域
発
ド
ラ
マ
「
石
坂
線
物
語
」
に
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
原
作
と
し
て
使
用
さ
れ
3
編

の
単
発
ド
ラ
マ
が
製
作
さ
れ
た

２
０
１
５
年
：�

10
年
目
を
迎
え
「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
連
携
「（
番
組
）
あ
ほ
や
ね
ん
!  

す
き
や
ね
ん
!
」
な
ど
10
周
年
記
念
事
を
実
施

２
０
１
６
年
：
文
化
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
～
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
!  

賞
２
０
１
５　

大
賞
受
賞

２
０
１
７
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
大
津
市
と
の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
実
施

２
０
１
８
年
：�

滋
賀
県
の
後
援
・
連
携
で
県
内
の
公
共
交
通
で
あ
る
近
江
鉄
道
に
も
活
動
が
広
が
る�

滋
賀
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
の
協
賛
で
作
品
集
を
作
成
・
発
行

２
０
１
９
年
：�

滋
賀
県
協
働
提
案
実
施
事
業
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
　

県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
信
楽
高
原
鐵
道
と
も
連
携

　
　
　
　
　
　

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
な
ど
の
他
分
野
団
体
と
コ
ラ
ボ
す
る
文
化
活
動
に
発
展

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
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●
過
去
の
応
募
点
数

第
1
回
（
２
０
０
６
年
度
）�

２
３
５
５
点
（
47
都
道
府
県
）

第
2
回
（
２
０
０
７
年
度
）�

２
６
２
１
点
（
〃
）

第
3
回
（
２
０
０
８
年
度
）�

２
０
１
７
点
（
〃
）

第
4
回
（
２
０
０
９
年
度
）�

１
９
０
３
点
（
〃
）

第
5
回
（
２
０
１
０
年
度
）�

１
９
０
５
点
（
〃
）

第
6
回
（
２
０
１
１
年
度
）�

２
９
４
８
点
（
〃
）

第
7
回
（
２
０
１
２
年
度
）�

３
０
４
２
点

�

（
中
国
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
8
回
（
２
０
１
３
年
度
）�

３
７
７
８
点�（
ス
イ
ス
も
）

２
０
２
０
年
：
前
年
に
引
き
続
き
滋
賀
県
協
働
提
案
事
業
と
し
て
活
動
し
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
と
も
連
携

２
０
２
１
年
：「
第
15
回
目
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
事
業
を
継
続

２
０
２
２
年
：�

ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念
財
団「
２
０
２
２
年
度�

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
」助
成
事
業
、�

令
和
4
年
度
「
滋

賀
県
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

第
9
回
（
２
０
１
４
年
度
）�

５
０
４
８
点

�

（
韓
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
10
回
（
２
０
１
５
年
度
）�

４
６
０
３
点
（
47
都
道
府
県
）

第
11
回
（
２
０
１
７
年
度
）�

４
９
９
９
点
（
〃
）

第
12
回
（
２
０
１
８
年
度
）�

４
５
２
７
点
（
〃
）

第
13
回
（
２
０
１
９
年
度
）�

４
０
１
７
点
（
〃
）

第
14
回
（
２
０
２
０
年
度
）�

５
３
５
０
点
（
〃
）

第
15
回
（
２
０
２
１
年
度
）�

４
２
８
５
点
（
〃
）

第
16
回
（
２
０
２
２
年
度
）�

４
５
５
７
点
（
〃
）



第
16
回
受
賞
作
品

京阪電車　びわこ浜大津駅から三井寺へ
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滋
賀
県
知
事
賞

ホ
ー
ム
の
端
ま
で
追
い
か
け
た
。
心
は
き
っ
と
追
い
つ
い
た
。

石
塚		

裕
大
（
滋
賀
県　

18
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

映
画
の
一
場
面
を
見
る
よ
う
な
駅
で
の
一
コ
マ
で
す
。
体
は
ホ
ー

ム
の
端
ま
で
し
か
行
け
な
い
け
れ
ど
、
心
は
ど
こ
ま
で
も
。「
き
っ

と
追
い
つ
い
た
」
と
い
う
表
現
が
魅
力
的
で
す
ね
。
全
体
を
七
五

調
で
ま
と
め
た
リ
ズ
ム
も
効
い
て
い
ま
す
。
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大
津
市
長
賞

電
車
に
乗
れ
ば
皆
ス
マ
ホ 

小
さ
な
平
和
が
揺
れ
て
行
く

桐
山		

菊
子
（
滋
賀
県　

73
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

誰
も
が
ス
マ
ホ
に
見
入
っ
て
い
る
光
景
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
も
の
。
け
れ
ど
よ
く
考
え
れ
ば
、

そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
い
ら
れ
る
の
も
平
和
だ
か
ら
こ
そ
。
昨
今
の

世
界
情
勢
を
思
う
と
、
い
っ
そ
う
響
い
て
き
ま
す
。
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青
春
賞
（
叶 

匠
寿
庵
）

青
春
は
始
発
駅
だ
。
い
ろ
ん
な
駅
で
降
り
て
ご
ら
ん
。古

子
（
熊
本
県　

60
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

人
生
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
だ
け
が
、

い
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
時
間
に
余
裕
の
あ
る
う
ち
に
、

た
く
さ
ん
途
中
下
車
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
若
者
へ
の
素
敵
な

エ
ー
ル
で
す
ね
。
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さ
わ
や
か
賞
（
大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
）

男
女
の
友
情
に
つ
い
て
語
る
き
み　

徐
行
列
車
が
す
れ
違
う　

山
本		

貴
幸
（
大
阪
府　

34
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

作
者
は
、
友
情
よ
り
も
恋
情
へ
と
話
題
を
す
す
め
た
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
前
の
め
り
な
気
持
ち
と
は
対
照
的
に
、
ゆ
っ
く
り
通

り
過
ぎ
る
徐
行
列
車
が
印
象
的
で
す
。
人
間
関
係
も
、
徐
行
で
い

き
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
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ユ
ー
モ
ア
賞
（
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
）

六
人
一
緒
に
立
ち
上
が
る
。
誰
が
譲
る
か
譲
り
合
う
。

ぷ
く
の
マ
マ
（
香
川
県　

30
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

席
を
譲
ら
ね
ば
と
思
う
気
持
ち
が
一
致
し
て
、
な
ん
と
六
人
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
度
は
、
誰
が
譲
る
か
を
譲
り
合
う
。

ほ
ほ
え
ま
し
く
も
心
温
ま
る
一
場
面
で
す
。
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近
江
勧
学
館
賞

好
き
に
な
る
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
音
す
ら
な
ん
か
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

み
よ
り
（
埼
玉
県　

19
歳
）

京
阪
電
鉄
賞

朝
の
電
車
線
路
を
挟
ん
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
「
お
は
よ
う
」

た
ま
ち
ゃ
ん
（
大
阪
府　

18
歳
）
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近
江
鉄
道
賞

い
つ
も
の
席
で
読
書
の
君　

八
十
歳
瞼
に
残
る
平
和
の
姿

岩
谷		

隆
司
（
三
重
県　

80
歳
）

信
楽
高
原
鐵
道
賞

雪
の
始
発
駅
。
母
の
作
っ
た
弁
当
が
僕
の
背
中
を
温
め
る
。

夜
明
け
の
パ
ン
チ
（
神
奈
川
県　

19
歳
）
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西
日
本
旅
客
鉄
道
賞

駆
け
る
ホ
ー
ム
に
君
が
い
た　

掛
け
る
言
葉
に
賭
け
る
僕

荻
野		

結
希
（
滋
賀
県　

15
歳
）

団
体
賞

大
津
市
立
堅
田
中
学
校
（
滋
賀
県
）

宮
城
県
名
取
高
等
学
校
（
宮
城
県
）



近江鉄道車内

信楽高原鐡道車内

青春号（京阪電車）京阪電車車内

第 15回入賞作品
展示の様子

（2022 年 2・3月撮影）



入
賞
作
品

信楽高原鐡道
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無
人
の
列
車
一
番
乗
り　

昔
は
母
と
今
は
我
が
子
と
手
を
繋
ぎ

居
積	

奈
伽
（
埼
玉
県　

30
歳
）

真
冬
の
寒
い
始
発
駅
の
キ
ミ
の
手
。
想
い
の
静
電
気
。

大
橋	

羽
奈
（
滋
賀
県　

13
歳
）
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君
と
出
会
っ
た
始
発
駅
、
僕
の
気
持
ち
も
走
り
出
す
。

黒
崎	

裕
英
（
滋
賀
県　

12
歳
）

今
だ
け
は
隣
の
席
に
な
れ
る
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
に
感
謝
す
る

坂
下	

遥
香
（
滋
賀
県　

16
歳
）
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一
番
前
の
車
両
で
、
夢
を
叶
え
た
友
の
背
を
見
る
。さ

ご
じ
ょ
う
（
愛
知
県　

39
歳
）

寝
そ
う
な
友
に
肩
を
貸
す
。
高
さ
が
合
わ
ず
笑
わ
れ
る

髙
橋		

つ
む
ぎ
（
和
歌
山
県　

18
歳
）
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帰
路
の
景
色
が
家
族
よ
り
先
に
「
お
か
え
り
」
を
告
げ
る

田
島		

史
都
（
広
島
県　

26�

歳
）

始
発
駅
は
君
の
最
寄
り
駅　

私
に
と
っ
て
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

田
中		

遙
菜
（
滋
賀
県　

15
歳
）
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大
好
き
だ
踏
切
前
で
の
告
白
が
電
車
に
負
け
た
冬
の
朝

な
ず
な
（
神
奈
川
県　

17�

歳
）

君
が
乗
っ
て
く
る
ま
で
私
の
隣
が
空
い
て
い
ま
す
よ
う
に

新
妻		

和
音
（
奈
良
県　

18
歳
）
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初
デ
ー
ト　

緊
張
の
始
発
駅
は
幸
せ
の
終
着
駅
に
な
っ
た

ハ
ナ
コ
の
海
（
青
森
県　

60
歳
）



チラシデザイン：桜ざしょー



入
選
作
品

坂本ケーブル
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お
前
ん
ち
の
最
寄
だ
か
ら
と
読
め
て
し
ま
う
難
読
駅
名

相
羽		

竜
馬
（
東
京
都　

24
歳
）

未
来
掴
む
よ
う　

吊
り
革
へ
背
伸
び
す
る
ま
っ
さ
ら
な
制
服

青
木		

祐
人
（
長
野
県　

23
歳
）

包
装
紙
製
の
鶴
の
翼
が
冷
房
に
揺
れ
て
祈
り
を
ひ
と
つ

暁
（
滋
賀
県　

17
歳
）
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
認
め
ら
れ
て
堂
々
と
手
を
つ
な
げ
る
帰
り
道

阿
部		

紗
矢
（
宮
城
県　

17
歳
）

乗
車
口
誰
に
会
い
に
来
た
の
か
季
節
忘
れ
た
赤
ト
ン
ボ

飯
塚		

元
彦
（
滋
賀
県　

59
歳
）

車
窓
か
ら
覗
く
皆
の
日
常　

世
界
で
一
番
の
平
和
の
象
徴

市
川		

瑚
々
（
静
岡
県　

18
歳
）		
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「
武
器
」
じ
ゃ
な
く
「
楽
器
」
で
奏
で
る
平
和
へ
の
願
い

一
ノ
瀬		

明
男
（
東
京
都　

66
歳
）

君
が
折
れ
そ
う
な
ら
私
が
支
え
る
友
情
の
力
は
無
限
大

井
出		

千
尋
（
滋
賀
県　

15
歳
）

頑
張
れ
で
は
な
く
頑
張
ろ
う　

君
の
言
葉
が
好
き
だ
っ
た

太
田		

衣
柚
（
愛
知
県　

20
歳
）
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初
め
て
君
と
出
会
っ
た
こ
の
場
所
が
私
の
恋
の
始
発
駅

大
山		

乃
愛
（
宮
城
県　

17
歳
）

き
み
に
出
会
っ
た
始
発
駅
、
ぼ
く
の
春
も
始
ま
っ
た
。

岡
田		

祐
風
（
埼
玉
県　

20
歳
）

始
発
駅
で
見
る
太
陽
よ
り
も
隣
で
笑
う
君
が
私
の
太
陽岡

田		

麗
（
滋
賀
県　

15
歳
）
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駅
に
着
く
頃
も
う
私
変
わ
っ
て
い
る
の
こ
の
街
の
人
に

丘
野		

真
知
子
（
静
岡
県　

20
歳
）

「
何
を
話
そ
う
」
君
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
た
三
駅
分岡

村		

爽
風
（
滋
賀
県　

18
歳
）

早
足
で
間
に
合
う
踏
切　

後
ろ
に
気
付
い
て
縮
め
た
歩
幅

億
り
人
（
滋
賀
県　

37
歳
）
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引
退
試
合
、
す
す
り
泣
く
声
は
ト
ン
ネ
ル
が
消
し
て
く
れ
る

起		

龍
也
（
滋
賀
県　

15
歳
）

冬
の
朝
、
手
を
こ
す
り
、
始
発
が
来
る
ま
で
天
体
観
測か

こ
（
千
葉
県　

34
歳
）

一
本
遅
い
電
車　

君
と
会
え
る
な
ら
遅
刻
も
あ
り
か
も

神
谷		

怜
奈
（
宮
城
県　

16
歳
）
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高
2
の
夏　

君
と
話
す
口
実
は
今
だ
っ
て
「
次
の
電
車
何
分
？
」

か
も
み
ー
る
（
岡
山
県　

28
歳
）

始
発
駅
。
名
も
知
ら
ず
と
も
い
つ
も
の
顔
が
指
定
席
に

木
村	

み
ど
り
（
滋
賀
県　

63
歳
）

む
せ
び
泣
く
母
を
不
意
に
包
み
込
む
春
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ

工
藤		

圭
太
（
北
海
道　

21
歳
）
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旅
立
ち
の
春　

振
り
向
か
な
い
と
心
に
決
め
た
改
札
口

減
点
パ
パ
（
大
阪
府　

64
歳
）

18
才
君
に
出
会
っ
て
57
年
や
さ
し
い
君
は
今
空
人
に小

泉		

晴
美
（
神
奈
川
県　

75
歳
）

片
手
に
饅
頭
、
片
手
に
切
符
、
駅
で
浮
か
べ
る
祖
母
の
笑
顔

坂
口		

ゆ
い
（
和
歌
山
県　

18
歳
）
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車
窓
越
し
揺
れ
る
ヒ
マ
ワ
リ
祈
り
続
け
る
世
界
の
平
和

さ
く
ら
く
（
京
都
府　

48
歳
）

「
席
ど
う
ぞ
」
譲
る
友
人
に
な
ん
だ
か
私
が
誇
ら
し
い塩

豆
大
福
（
静
岡
県　

19
歳
）

ど
こ
ま
で
も
続
け
、
車
窓
は
走
る
平
和
の
美
術
館
。ジ

ョ
ン
け
け
（
山
梨
県　

59
歳
）
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始
発
駅
の
改
札
口　

あ
な
た
と
私
の
恋
の
入
場
ゲ
ー
ト

砂
田		

息
吹
（
滋
賀
県　

14
歳
）

終
戦
の
日
も
時
刻
通
り
に
始
発
駅
を
出
る
動
輪
の
響
き颯

光
（
大
阪
府　

21
歳
）

友
達
と
駅
ま
で
走
る
五
分
前
次
く
る
電
車
は
一
時
間
後

髙
木		

帆
香
（
滋
賀
県　

15
歳
）
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つ
ま
先
で
影
に
ふ
れ
て
も
、
気
づ
か
な
い
ホ
ー
ム
の
君
。

高
橋		

功
（
栃
木
県　

62
歳
）

か
る
た
遠
征
み
ん
な
で
ま
ね
る
方
言
も
好
い
お
土
産
だ高

嶺
（
静
岡
県　

15
歳
）

君
と
友
達
に
な
っ
た
日
が
、
私
の
人
生
の
「
始
発
駅
」

田
野
岡		

未
来
（
滋
賀
県　

13
歳
）
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左
右
の
確
認
、
踏
切
で
も
手
を
挙
げ
渡
る
子
ど
も
た
ち

だ
ん
だ
ん
（
滋
賀
県　

30
歳
）

君
と
話
し
て
い
る
と
私
の
心
の
花
が
だ
ん
だ
ん
咲
い
て
く
る

冨
山		

杏
奈
（
三
重
県　

13
歳
）

電
車
で
き
み
が
読
ん
で
い
た
本
を
図
書
館
で
借
り
て
み
た

豊
冨		

瑞
歩
（
茨
城
県　

20
歳
）
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最
寄
駅
逃
し
て
笑
う
君
に
私
は
少
し
期
待
し
て
し
ま
う

内
藤		

千
佳
（
滋
賀
県　

22
歳
）

荷
物
抱
え
「
こ
こ
座
れ
よ
」
と
友
達
。
か
っ
こ
よ
す
ぎ

中
塚		

貴
博
（
滋
賀
県　

14
歳
）

始
発
駅
で
わ
ざ
わ
ざ
隣
に
座
る
君
、
期
待
し
ち
ゃ
う
よ永

野		

桜
（
東
京
都　

20
歳
）



39

電
車
揺
れ
心
も
揺
れ
る
ス
マ
ホ
な
き
頃
の
交
換
日
記難

波		

和
子
（
岡
山
県　

71
歳
）

ス
テ
ー
ジ
と
化
す
る
駅
の
ホ
ー
ム
、
笑
い
転
げ
る
部
活
仲
間

西
村		

音
那
（
滋
賀
県　

14
歳
）

雨
の
日
だ
け
会
え
る
人
、
曇
っ
た
車
窓
に
ラ
ブ
レ
タ
ー

ｎ
ｏ
ｎ
ｎ
ｏ
（
京
都
府　

29
歳
）



40

扉
が
開
い
て
数
秒
間
の
蝉
時
雨
、
無
口
な
二
人
へ
大
声
援

ハ
イ
ビ
ッ
グ
（
京
都
府　

31
歳
）

始
発
駅
に
て
待
ち
合
わ
せ　

素
敵
な
君
と
の
１
ペ
ー
ジ

波
木
井		

智
仁
（
鹿
児
島
県　

28
歳
）

な
か
い
い
ね　

で
ん
し
ゃ
と
く
る
ま
な
ら
ん
で
は
し
る

長
谷
川		

陽
菜
（
京
都
府　

5
歳
）
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「
席
ど
う
ぞ
」
幼
子
の
声
。
平
和
な
心
に
な
ご
む
車
内

長
谷
川		

真
由
美
（
京
都
府　

36
歳
）

地
元
駅　

臆
病
な
僕
の
背
中
を
押
し
た
友
を
思
い
出
す

パ
ン
ダ
の
手
（
神
奈
川
県　

29
歳
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク　

友
達
二
人
と
同
時
に
声
か
け
顔
真
っ
赤

ヒ
。（
神
奈
川
県　

19
歳
）
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発
車
待
つ
わ
た
し
。
わ
た
し
待
つ
、
次
の
駅
の
あ
な
た
。

ひ
じ
き
（
広
島
県　

29
歳
）

朝
練
仲
間　

待
ち
合
わ
せ
は
始
発　

2
人
で
掴
む
全
国
切
符

ひ
や
し
め
ん
（
大
阪
府　

27
歳
）

一
緒
に
電
車
通
学　

ス
マ
ホ
ば
っ
か
り
見
な
い
で
私
を
見
て

福
島		

に
こ
（
東
京
都　

13
歳
）
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君
に
出
会
っ
た
あ
の
瞬
間
こ
の
駅
が
僕
と
君
の
始
発
駅

福
地		

真
路
（
滋
賀
県　

24
歳
）

君
の
顔
が
車
窓
の
風
景
に
溶
け
込
む
瞬
間
が
好
き

藤
原		

汰
一
（
広
島
県　

18
歳
）

目
が
合
う
と
君
は
前
髪
触
り
出
す　

こ
れ
っ
て
脈
あ
り
？

ブ
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
ト
（
島
根
県　

24
歳
）



44

車
窓
か
ら
ホ
ー
ム
に
立
つ
彼
見
つ
け
私
の
顔
は
完
熟
り
ん
ご

古
田		

心
菜
（
滋
賀
県　

14
歳
）

毎
朝
始
発
駅
で
会
う
君
に
、
い
ろ
ん
な
お
早
よ
う
練
習
し
た

ブ
ン
シ
ョ
ウ
（
千
葉
県　

74
歳
）

今
あ
な
た
と
二
人
で
話
す
時
透
明
な
壁
が
邪
魔
を
す
る穂

香
（
大
阪
府　

18
歳
）
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「
こ
こ
ど
う
ぞ
」
耳
を
赤
ら
め
る
君
の
背
中
が
大
き
く
てボ

ブ
（
宮
城
県　

25
歳
）

始
発
駅
で
見
る
太
陽
と
琵
琶
湖
、
今
日
も
平
和
と
感
じ
る

堀
川		

美
咲
（
滋
賀
県　

14
歳
）

始
発
駅
か
ら
の
友
情
が
詰
ま
る
切
符
の
友
好
期
限
よ
永
遠
に

堀
川		

隆
人
（
滋
賀
県　

15
歳
）
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ガ
ラ
ン
と
空
い
た
席
に
二
人
、
肩
を
寄
せ
て
並
ぶ
朝
。

前
田		

友
香
恵
（
神
奈
川
県　

19
歳
）

ト
ン
ネ
ル
の
中
電
車
の
窓
に
映
る
私
た
ち
に
ハ
イ
チ
ー
ズ

牧
原		

杏
（
滋
賀
県　

14
歳
）

毎
日
笑
っ
た
始
発
駅
最
後
の
今
日
は
泣
い
て
も
い
い
か
な

松
村		

四
葉
（
滋
賀
県　

14
歳
）
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三
井
寺
駅
の
大
晦
日　

見
上
げ
る
空
に
平
和
の
鐘
響
く

三
上		

章
道
（
滋
賀
県　

77
歳
）

勇
気
出
し
初
め
て
君
の
横
に
立
つ　

こ
こ
が
僕
の
始
発
駅

南
の
サ
ッ
チ
ー
（
鹿
児
島
県　

68
歳
）

絶
対
に
座
れ
る
の
に
絶
対
に
座
ら
な
い
き
み
と
笑
う
日
々

南		

美
桜
（
大
阪
府　

27
歳
）
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ペ
ー
ジ
を
め
く
る
音
だ
け
が
響
く
車
内
は
二
人
だ
け
の
も
の

箕
浦		

翔
子
（
滋
賀
県　

27
歳
）

君
が
乗
っ
て
き
た
途
端　

会
話
が
揺
ら
ぐ
友
よ
ご
め
ん

宮
島		

未
奈
（
滋
賀
県　

38
歳
）

名
前
も
知
ら
な
い
彼
の
愛
お
し
い
寝
癖
か
ら
想
像
す
る
朝み

ゆ
（
岐
阜
県　

22
歳
）
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5
時
９
分
、
切
符
片
手
に
君
を
待
つ　

物
語
が
始
ま
る
予
感

村
山		

哲
也
（
愛
知
県　

20
歳
）

つ
り
革
届
か
な
く
て　

君
の
袖
を
つ
か
み
私
の
心
揺
れ
る

森
田	

つ
ぐ
み
（
滋
賀
県　

17
歳
）

始
発
に
乗
る
受
験
生
、
お
互
い
密
か
に
エ
ー
ル
を
届
け
る

安
江		

陽
菜
（
滋
賀
県　

17
歳
）
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友
達
と
駅
の
ホ
ー
ム
で
大
あ
く
び
目
と
目
合
い
ひ
と
笑
い

山
田		

琢
心
（
滋
賀
県　

17
歳
）

故
郷
を
離
れ
半
世
紀
変
わ
ら
ぬ
駅
舎
と
変
わ
ら
ぬ
友
情

横
手		

敏
夫
（
埼
玉
県　

69
歳
）

「
朝
早
い
ね
」
と
笑
う
君
に
「
君
が
い
る
か
ら
」
と
心
の
内

横
山		

実
優
（
宮
城
県　

17
歳
）
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コ
ロ
ナ
で
友
と
会
え
ぬ
日
　々

今
日
の
電
車
は
心
ウ
キ
ウ
キ

吉
川		

恭
子
（
大
阪
府　

82
歳
）

「
友
情
発
愛
情
行
き
」
特
急
よ
り
も
各
駅
停
車
で
一
歩
ず
つ

吉
野		

順
子
（
東
京
都　

55
歳
）

恋
と
る
か
友
情
と
る
か
悩
む
駅
。
親
友
も
君
が
好
き
。

ラ
ピ
ッ
ド
快
（
神
奈
川
県　

18
歳
）
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た
っ
た
二
駅
乗
り
過
ご
し
た
日　

放
課
後
の
小
さ
な
冒
険莉

帆
（
広
島
県　

29
歳
）

京都、太秦広隆寺駅周辺
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審
査
員
コ
メ
ン
ト

●
大
津
市
副
市
長　

杉
江  

達
秀

ま
ず
は
、
今
回
も
「
青
春
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
審
査
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
、
年
齢
、
都
道
府
県
の
欄
は
で
き
る
だ
け
見
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
読
ん
だ
時
に
情
景
描
写
が
頭
に
鮮
明

に
浮
か
ぶ
作
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
２
１
文
字
の
ス
ム
ー
ズ
な
言
葉
の
流
れ
に
重
き
を
置
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
全
部
素

晴
ら
し
い
作
品
な
の
で
採
点
す
る
の
に
悩
み
ま
し
た
が
、
こ
と
ば
が
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
「
青
春
２
１
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
　
片
岡  

哲

数
年
前
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
俳
句
を
評
価
し
、
出
来
不
出
来
を
争
う
と
い
う
企
画
の
も
の
が
あ
り
、
少
し
か
し
こ
ま
っ

た
内
容
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
応
募
作
品
は
気
持
ち
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る
も
の
か
ら
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
も
の
ま

で
本
当
に
様
々
な
作
品
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
代
が
移
り
変
わ
ろ
う
と
、「
青
春
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
は
昔
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
気
持
ち
を
皆
さ
ん
抱
か
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
２
１
文

字
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
す
ば
ら
し
い
作
品
だ
な
！　

と
思
い
ま
し
た
。
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●
大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
　
岡
澤  

則
子

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
16
名
で
丹
念
に
二
次
審
査
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
全
部
ひ
ら
が
な
で
書
い
て
あ
る
5

歳
の
女
児
に
出
逢
っ
た
り
、
青
春
真
っ
只
中
か
な
と
思
っ
た
ら
82
歳
の
女
性
だ
っ
た
り
、
大
人
び
た
小
学
生
が
出
て
来
て
思
わ

ず
笑
っ
た
り
、
遠
い
日
に
言
い
そ
び
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
63
歳
の
男
性
が
現
れ
た
り
…
。
毎
年
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
時

間
を
共
有
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
度
に
「
こ
と
ば
」
の
大
切
さ
を
痛
感
致
し
ま
す
。
自
分
を
素
直
に
見
つ
め
て
語
り
、

人
の
心
に
届
く
素
敵
な
「
こ
と
ば
」
の
21
文
字
。
今
年
も
最
終
発
表
を
と
て
も
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
本
放
送
協
会
大
津
放
送
局
長
　
手
島  

一
宏

21
文
字
の
言
葉
が
、
時
に
剛
速
球
、
時
に
変
化
球
で
表
現
さ
れ
、
私
の
想
像
力
を
か
き
立
て
ま
し
た
。
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を

あ
げ
た
り
、
読
む
た
び
に
印
象
が
変
わ
る
作
品
も
あ
り
、
驚
い
た
り
楽
し
ん
だ
り
の
審
査
で
、
み
な
さ
ん
の
豊
か
な
感
情
、
そ

し
て
純
粋
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。「
始
発
駅
」
の
様
々
な
思
い
出
や
豊
か
な
発
想
に
触
れ
る
と
つ
い
応
援
し
た
く
な

り
、「
平
和
」作
品
で
は
情
景
が
浮
か
ぶ
と
と
も
に
、自
分
の
安
穏
と
し
た
日
常
生
活
に
感
謝
。
純
粋
な
思
い
を
綴
っ
た
21
文
字
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
本
当
に
素
敵
で
す
。

●
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長
　
村
元  

展
也

何
気
な
い
日
常
が
、
言
葉
選
び
の
切
れ
味
に
よ
っ
て
キ
ラ
リ
と
輝
く
。「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
も
つ
魅
力
を
改
め

て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
。

特
に
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
10
～
20
代
の
若
者
に
よ
る
い
く
つ
か
の
作
品
に
は
、
ち
ょ
っ
と
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
鋭



55

い
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
心
の
動
き
か
ら
こ
の
表
現
が
つ
む
ぎ
出
さ
れ
た
の
か
と
考
え
な
が
ら
、
何
度
も

何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

今
な
お
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
何
か
を
表
現
し
た
い
と
い
う
人
々
の
心
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
知
り
、「
お
前
も

が
ん
ば
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

東京浜松町、モノレール
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俵
万
智
（
た
わ
ら
ま
ち
）
歌
人

早
稲
田
大
学
卒
。
１
９
８
６
年
、
作
品
「
八
月
の
朝
」
で
第
32
回
角
川
短
歌
賞
受

賞
。
１
９
８
７
年
、第
一
歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
出
版
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。

翌
年
、「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
で
第
32
回
現
代
歌
人
協
会
賞
受
賞
。
２
０
０
４
年�

評
論

「
愛
す
る
源
氏
物
語
」で
第
14
回
紫
式
部
文
学
賞
受
賞
。
第
四
歌
集「
プ
ー
さ
ん
の
鼻
」

で
２
０
０
６
年�

第
11
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
。
歌
集
の
他
、
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
著

書
多
数
。
第
六
歌
集
「
未
来
の
サ
イ
ズ
」
で
２
０
２
１
年
、
第
36
回
詩
歌
文
学
館
賞
、

第
55
回
迢
空
賞
を
受
賞
。
現
代
短
歌
の
魅
力
を
伝
え
、
す
そ
野
を
広
げ
た
創
作
活
動
」

に
よ
り
２
０
２
１
年
度
、
朝
日
賞
受
賞
。

俵
万
智
さ
ん
総
評

電
車
や
駅
を
舞
台
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
、
今
年
も
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
ま
し
た
。
始
発
駅
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
人
生

と
重
ね
て
う
ま
く
表
現
し
た
作
品
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。



57

ポスターデザイン：角谷 和好／みしまちあき　監修：びわこデザイン文化協会
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滋
賀
県
知
事
祝
辞

「
第
16
回　

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作
品
集
の
御
完
成
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
も
県
内
外
か
ら
、
ま
た
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
か
ら
御
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
き
、「
21
文
字
」
と
い
う
本
県
発
の
独
自
の

文
芸
表
現
が
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
令
和
４
年
８
月
に
は
展
示
会
も
開
催
さ
れ
、
更
な

る
発
展
に
期
待
が
膨
ら
む
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
入
口
『
交
通
』、
切
り
口
『
文
化
・
文
芸
』、
出
口
『
観
光
』」
を
合
言
葉
と
し
て
い
る
よ
う

に
、
交
通
は
人
と
人
と
の
「
交
わ
り
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。
本
県
の
公
共
交
通
に
御
注
目

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
、
公
共
交
通
は
皆
さ
ま
の
生
活
に
寄
り
添
い
支
え
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、

そ
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
是
非
、
皆
様
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
青
春
の
日
々
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
、

公
共
交
通
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
5
年
吉
日　

滋
賀
県
知
事　

三
日
月��

大
造
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大
津
市
長
祝
辞

「
第
16
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
作
品
集
が
発
刊
に
至
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
事
業
は
、
大
津
市
内
を
走
る
京
阪
電
車　

石
山
坂
本
線
に
21
の
駅
が
あ
る
こ
と
に

ち
な
ん
で
「
電
車
に
ま
つ
わ
る
思
い
を
持
っ
て
い
る
人
は
き
っ
と
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
？
」
と
い
う
地
域
の
皆
様
の
心
温
ま

る
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

16
回
目
を
迎
え
ま
し
た
今
回
も
、
全
国
各
地
か
ら
４
５
５
７
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
身
近
な
電
車
で
の
思
い
出
や
青
春
に

ま
つ
わ
る
大
切
な
想
い
は
、
地
域
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
が
心
に
抱
い
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
回
掲
載
さ
れ
た
作
品
も
、
21
文
字
の
限
ら
れ
た
文
字
数
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
者
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
素
敵
な
言
葉
で
表

現
さ
れ
、
電
車
や
駅
な
ら
で
は
の
情
景
は
も
ち
ろ
ん
、「
こ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
な
？
」
と
読
者
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
魅

力
的
な
作
品
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
21
文
字
文
芸
」
の
持
つ
可
能
性
に
大
い
に
期
待
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
業

を
き
っ
か
け
に
、
大
津
の
ま
ち
に
親
し
み
を
持
つ
人
が
増
え
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
や
作
品
集
の
制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
5
年
吉
日

大
津
市
長　
　

佐
藤��

健
司
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今
年
の
活
動
を
振
り
返
る
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

前
回
に
続
き
今
回
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
目
標
額
を
達
成
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
に
リ
タ
ー
ン
品
の
提
供

を
協
力
頂
い
た
各
社
に
加
え
て
、新
た
な
リ
タ
ー
ン
品
提
供
の
申
し
出
も
加
わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
滋
賀
の
地
場
産
業
で
あ
る「
高

島
木
綿
」
を
使
っ
た
「
琵
琶
湖
の
風
を
ま
と
う
高
島
ち
ぢ
み
の
シ
ャ
ツ
と
ワ
ン
ピ
ー
ス
」。
支
援
者
か
ら
は
地
元
の
特
産
情
報
を

発
信
す
る
試
み
を
応
援
し
た
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
麩
屋
さ
ん
、
和
菓
子
企
業
な
ど
の
協
力
申
し

出
も
あ
り
が
た
い
事
で
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト
で
活
動
を
知
っ
た
方
、
文
化
活
動
や
電
車
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
様
々
な
き
っ
か

け
か
ら
活
動
に
着
目
し
て
支
援
し
て
下
さ
り
、
昨
年
、
今
年
と
連
続
で
支
援
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
添
え
ら

れ
て
い
る
皆
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

■  

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
ま
す
。
眩
し
く
な
る
ほ
ど
の
青
春
作
品
が
鑑
賞
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

■ 

文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
!　

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
!

■
「
青
春
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
長
く
長
く
続
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■ 

短
い
言
葉
に
込
め
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
願
っ
て
支
援
致
し
ま
し
た
。

■  

近
江
鉄
道
を
は
じ
め
、
ロ
ー
カ
ル
線
が
見
直
さ
れ
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
!
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「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
概
要
と
事
業
経
緯

今
回
、
滋
賀
県
が
募
集
し
た
「
令
和
4
年
度
『
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

事
業
の
一
環
で
、
初
め
て
滋
賀
県
立
美
術
館
に
て
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
美
術
館
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
結
び
つ
く
の
？��

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
長
年
続
け
て
き
た
21
文
字
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
言
葉
を
磨
き
、
言
葉
の
美
を
見
つ
け
る
取
り
組
み
」
と
言
え
る
こ
と
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

「
滋
賀
県
全
体
を
、あ
た
か
も
ひ
と
つ
の
『
美
術
館
』
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、美
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
で
の
取
組
を
補
助
し
、

人
と
人
、人
と
地
域
の
つ
な
が
り
や
滋
賀
へ
の
愛
着
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
」
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
で
す
。

滋
賀
県
発
信
の
「
新
し
い
文
芸
」
と
言
え
る
当
事
業
は
、
滋
賀
特
有
の
美
の
資
源
と
言
え
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
て
愛
さ
れ
て

い
る
公
共
交
通
を
舞
台
に
す
る
一
般
に
開
か
れ
た
事
業
で
あ
る
こ
と
、
実
施
す
る
事
業
の
効
果
が
県
域
全
体
ま
た
は
広
域
に
及

ぶ
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
の
方
向
性
と
期
待
さ
れ
る
効
果
が
ピ
タ
リ
と
合
致
し
た
の
で
す
。

募
集
要
綱
の
中
で
滋
賀
県
立
美
術
館
と
連
携
し
、
館
内
で
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
企
画
を
含
む
事
業
で
あ
る
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
展
覧
会
が
実
現
で
き
た
の
も
、
あ
る
意
味
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
出
会
う

機
会
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
知
恵
を
絞
り
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ

た
と
言
え
ま
す
。

今
回
、
優
秀
賞
・
入
賞
作
品
は
中
吊
り
の
よ
う
に
天
井
か
ら
掲
示
し
、
吊
り
革
で
電
車
内
の
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
し
ま
し
た
。
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展
示
会
場
で
は
滋
賀
鉄
道
模
型
愛
好
会
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｃ
の
協
力
で
、
鉄
道
模
型
も
展
示
し
て
走
行
体
験
会
を
開
催
し
、
寺
田
み
の
る

氏
の
水
彩
画
「
電
車
の
あ
る
風
景
」
も
展
示
。
文
芸
好
き
の
人
、
音
楽
好
き
の
人
、
電
車
好
き
の
人
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
構
成
し
ま
し
た
。
鉄
道
関
係
者
の
登
壇
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
も
開
催
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
司
会
し
、
鉄
道
ク

イ
ズ
な
ど
も
あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
言
葉
を
音
楽
に
と
い
う
事
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
楽
曲
に
す
る
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ゴ
リ
ラ
祭
―
ズ
と
い
う
滋
賀
県
出
身
在
住
の
現
役
大
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に
お
願
い
し
て
「
21
文
字
の
う
た
」
を

制
作
、
お
披
露
目
演
奏
を
し
ま
し
た
。
近
隣
の
東
大
津
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
り
、
若
者
た
ち
が
会
場
に
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
が
今
回
の
受
賞
作
品
発
表
の
皮
切
り
の
機
会
で
し
た
。
受
賞
し
た
作
者
が
訪
れ
展
示
さ
れ
た
作
品
を
初
め
て
目

に
し
喜
び
が
爆
発
す
る
瞬
間
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
光
景
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
電
車
の
中
吊
り
や
商
店
街
で
展
示

さ
れ
て
い
る
も
の
を
作
者
が
見
て
お
ら
れ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
そ
の
場
で
の
感
激
を
共
有
で
き
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
、

感
動
を
覚
え
る
リ
ア
ル
な
現
場
に
立
ち
会
え
ま
し
た
。
展
示
会
を
開
催
し
た
か
ら
こ
そ
味
わ
え
た
こ
と
で
事
業
の
効
果
を
私
た

ち
自
身
が
体
感
し
ま
し
た
。
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「青春 21 文字のメッセージ展」（滋賀県立美術館）
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「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジw

ith

旧
大
津
公
会
堂
」
の
開
催 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
マ
ン
ガ
と
の
コ
ラ
ボ
と
作
品
集
原
画
展

こ
と
ば
の
美
で
あ
る「
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の「
美
の
創
出
」に
繋
げ
よ
う
と
し
た
今
年
。

第
16
回
の
作
品
募
集
の
期
間
に
応
募
へ
の
誘
い
企
画
と
し
て
浜
大
津
の
旧
大
津
公
会
堂
で
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジwith

旧
大
津
公
会
堂
（
8
月
8
日
～
13
日
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
15
回
作
品
集
表
紙
や
挿
絵
の
原
画
の
展
示
と
、
あ
ら
た
な
取
り
組

み
と
し
て
漫
画
講
師
桜
ざ
し
ょ
ー
さ
ん
の
マ
ン
ガ
教
室
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
元
に
マ
ン
ガ
教
室
の
生
徒
さ
ん
が
、
ひ
と
コ
マ
漫
画
を
制
作
。

さ
ら
に
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
そ
の
マ
ン
ガ
作
品
に
吹
き
出
し
を
付
け
て
来
場
者
が
“
セ
リ
フ

を
書
き
入
れ
る
〟
と
い
う
企
画
で
す
。
同
じ
絵
の
吹
き
出
し
に
喜
び
の
こ
と
ば
（
セ
リ
フ
）
が
入
っ

て
い
た
り
、
驚
き
の
こ
と
ば
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
が
題
材
で
同
じ
マ
ン
ガ

を
通
じ
て
も
、
各
自
で
異
な
る
受
け
取
り
方
が
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
は
無
限
に
広
が
る
事
が

新
発
見
で
し
た
。
マ
ン
ガ
と
い
う
表
現
手
法
に
よ
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
っ
て
下
さ
る
年
代
層

も
広
が
り
、
21
文
字
の
醸
し
だ
す
世
界
観
に
共
鳴
し
て
も
ら
え
る
方
が
増
え
ま
す
と
幸
い
で
す
。

ま
た
地
元
を
愛
す
る
画
家
寺
田
み
の
る
さ
ん
の
京
阪
電
車
を
は
じ
め
と
し
た
滋
賀
県
内
の
鉄
道

の
沿
線
の
ス
ケ
ッ
チ
も
、
来
場
者
か
ら
思
わ
ず
「
ア
ッ
！　

こ
の
駅
は
…
…
」
と
い
う
物
語
を
誘

い
だ
し
て
い
ま
し
た
。
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「青春 21 文字のメッセージ with 旧大津公会堂」
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メ
ッ
セ
ー
ジ
を
音
楽
に
（
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
）

か
ね
て
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
音
楽
」
に
で
き
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
担
っ
て
く
れ
た
の
が
地
元

の
大
学
生
の
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
バ
ン
ド
「
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
」
で
す
。
石
坂
線
沿
線
の
滋
賀
県
立
石
山
高
校
の
吹
奏
楽
部
で
一
緒
だ
っ

た
と
い
う
3
人
で
２
０
１
７
年
に
結
成
。
リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ギ
タ
ー
を
使
っ
た
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
曲

を
中
心
に
、
ラ
イ
ブ
活
動
の
他
、YouTube�

な
ど
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
カ
バ
ー
楽
曲
を
公
開
す
る
等
、
精
力
的
に
活
動
中
と
い
う
若

者
た
ち
で
す
。
ニ
ッ
ポ
ン
放
送�

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
企
画�「
有
楽
町
う
た
つ
く
り
計
画
」�

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京

都
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
開
局
70
周
年
記
念
「“
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
う
た
〟
を
つ
く
ろ
う
企
画
」
楽
曲
制
作
お
よ
び
歌
唱
・
演
奏
の
実

力
派
。
佇
ま
い
や
会
話
が
見
て
い
る
だ
け
で
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
爽
や
か
な
3
人
組
で
す
。

話
を
持
ち
か
け
た
時
、「
え
っ
！��

21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
か
～
」
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
聞
い
て
み
る
と
「
電

車
と
青
春
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
企
画
を
皇
子
山
中
3
年
の
時
に
国
語
の
授
業
で
と
り
あ
げ
ら
れ
団
体
で
応
募
、
高
校
通
学

時
も
石
坂
線
で
通
学
。
毎
年
3
月
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
電
車
が
走
行
す
る
時
期
に
な
る
と
受
賞
作
品
が
飾
ら
れ
る
の
で
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
何
度
か
応
募
の
経
験
も
あ
る
そ
う
。

県
立
美
術
館
で
の
展
示
と
同
時
に
行
っ
た
ラ
イ
ブ
で
新
曲
「
21
文
字
の
う
た
」
を
発
表
。
今
回
演
奏
を
聞
い
た
観
客
か
ら
は

「
電
車
に
乗
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
し
た
」「
懐
か
し
く
自
分
の
体
験
と
照
ら
し
あ
わ
せ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
だ
」「
楽
器
の
組
み
合

わ
せ
が
よ
い
」「
ぬ
く
も
り
の
あ
る
声
が
印
象
的
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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彼
ら
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
誰
も
が
自
分

の
歌
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
る
「
青
春
」
へ
の
想
い
が
言
葉

に
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
他
の
誰
か
に
届
く
…
…
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
楽
曲
に
込
め
ま
し
た
。

　
「
21
文
字
の
う
た
」

向
か
い
合
わ
せ
の
席
に
座
れ
ば

は
じ
ま
る
予
感
が
し
た

流
れ
る
景
色
を
眺
め
る
ふ
り

目
が
合
っ
た
瞬
間
に

見
え
な
い
魔
法
に
か
け
ら
れ

不
器
用
に 

言
葉
を
ひ
ろ
い
あ
つ
め

う
た
が
生
ま
れ
る

誰
に
も
内
緒
の
想
い
が
あ
る

あ
な
た
に
は
届
く
か
な

線
路
の
上
で 

出
会
っ
た
全
て
に 

揺
れ
る
心

こ
の
街
の
片
隅
で 

青
く
光
っ
た

待
ち
合
わ
せ
の
駅
で
降
り
れ
ば

な
つ
か
し
い
声
が
し
た

眺
め
る
景
色
は
変
わ
り
続
け

あ
の
日
々
を
振
り
返
る

夕
暮
れ
に
染
ま
る
窓
の
外

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
言
葉
の
裏

い
つ
か
思
い
出
し
て
う
ず
い
た

す
べ
て
は

こ
こ
で
巡
り
合
わ
せ
る
よ

う
た
は
生
ま
れ
る

あ
な
た
の
言
葉
は
光
に
な
り

こ
の
街
を
駆
け
巡
る

線
路
は
つ
づ
く 
い
く
つ
に
な
っ
て
も 

揺
れ
る
心

こ
の
空
の
片
隅
で 

青
く
光
っ
た
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画
家 

寺
田
み
の
る
さ
ん
コ
メ
ン
ト
（
＊
）地
元
を
愛
す
る
画
家　

寺
田
み
の
る
さ
ん
。各
地
の
鉄
道
の
沿
線
ス
ケ
ッ
チ（
電

車
の
あ
る
風
景
）
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

寺
田
み
の
る
、
大
津
市
生
ま
れ
。
旧
三
洋
電
機
企
画
部
長
。

世
界
水
彩
画
精
鋭
選
抜
展
招
待
作
家
。

大
津
市
絵
画
展
審
査
委
員
長
、
個
展
１
０
０
回　

イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
開
催
、
著
書
多
数

昨
年
初
め
て
参
加
。
地
元
の
私
鉄
沿
線
を
描
き
、
電
車
と
、
人
々
の

関
係
を
あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
も
愛
情
あ
ふ
れ
る
情
景
が
表
現
さ
れ
、
楽
し
く
、
オ
シ
ャ
レ
な

人
間
関
係
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人
生
い
つ
ま
で
も
青
春
と
教
え

て
い
た
だ
き
感
謝
で
す
。

大阪環状線桜ノ宮あたり



前
回
（
第
15
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
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前
回
（
第
15
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

●
ハ
ナ
　（
滋
賀
県
知
事
賞
）

昨
年
は
15
回
目
の
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
年
経
っ
た
今
も
ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
知
事
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

作
品
集
で
皆
様
の
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
た
っ
た
21
文
字
で
情
景
が
浮
か
び
あ
が
り
、
超
・
短
編
小
説
を
読
ん
で
い
る
よ
う
で

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
改
め
て
言
葉
っ
て
素
敵
だ
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
朝
も
田
舎
へ
向
か
う
人
の
少
な
い
電
車
に
高
校
生
く
ら
い
の
男
の
子
と
女
の
子
が
隣
同
士
座
っ
て
な
に
や
ら
会
話
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
。
す
で
に
2
人
は
カ
ッ
プ
ル
な
の
か
、
は
た
ま
た
高
校
時
代
の
私
と
同
じ
よ
う
に
ち
り
を
積
も
ら
せ
て
い
る
途
中
な
の
か
、
非

常
に
微
笑
ま
し
い
電
車
の
物
語
を
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

電
車
が
生
み
出
し
て
く
れ
る
青
春
が
こ
の
先
も
ず
っ
と
、
い
つ
の
時
代
も
続
い
て
い
っ
た
ら
良
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
社
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

作
品　
【
毎
朝
君
と
の
2
駅
7
分　

ち
り
も
積
も
れ
ば
恋
に
な
っ
た
】
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●
杉
浦 

聡
美
　（
大
津
市
長
賞
）

第
15
回
大
津
市
長
賞
と
言
う
大
変
名
誉
な
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
娘
が
受
賞
を
知
ら
せ
る
ハ
ガ
キ
を
持
ち
な
が
ら

部
屋
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
を
昨
日
の
事
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
っ
た
の
は
２
年
半
程
前
の
コ

ロ
ナ
禍
で
し
た
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
時
で
す
。
俳
句
や
短
歌
の
よ
う
に
難
し
い
事
を
考

え
ず
思
っ
た
事
を
21
文
字
に
す
る
。そ
れ
が
と
て
も
楽
し
く
、私
の
指
は
い
つ
も
21
文
字
を
数
え
な
が
ら
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。メ
ッ

セ
ー
ジ
を
考
え
て
い
る
時
、
不
思
議
と
自
分
が
ど
こ
か
懐
か
し
い
駅
や
電
車
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
ど
こ
に
も
行
け
な
い
時
期
に
私
は
様
々
な
駅
を
、
そ
し
て
電
車
に
乗
っ
て
様
々
な
場
所
を
旅
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
を
忘
れ
る

事
が
出
来
る
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
そ
う
し
て
出
来
た
作
品
の
一
つ
が
大
津
市
長
賞
に
選
ば
れ
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

賞
を
頂
い
た
時
、
父
は
闘
病
中
で
し
た
。
こ
の
朗
報
を
父
は
大
変
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

今
迄
父
に
誇
れ
る
物
が
何
も
な
か
っ
た
私
に
唯
一
誇
れ
る
物
を
頂
き
、
そ
し
て
最
期
の
親
孝
行
が
で
き
た
事
を
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ま
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
私
の
作
品
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
審
査
員
の
皆
さ
ま
、
関
係
者
の
方
々
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

作
品　
【
線
路
沿
い
の
案
山
子
が
手
を
振
る　

今
日
が
最
後
の
見
送
り
】
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あ
と
が
き

第
16
回
の
応
募
総
数
は
４
５
５
７
点
、全
国
47
都
道
府
県
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
設
定
す
る
サ
ブ
テ
ー
マ
で
す
が
、

今
回
は
、電
車
関
連
で「
始
発
駅
」青
春
時
代
で「
友
情
」そ
し
て
今
時
代
に
望
ま
れ
る
こ
と
と
し
て「
平
和
」の
3
つ
と
し
ま
し
た
。

応
募
作
中
「
始
発
駅
」
が
最
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
俵
さ
ん
か
ら
も
全
体
講
評
で
、「
電
車
や
駅
を
舞
台
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
、
今
年
も
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
ま
し
た
。
始
発
駅
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
人
生
と
重
ね
て
う
ま
く
表
現
し
た

作
品
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
始
発
駅
は
、
前
向
き
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
感
じ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
た
こ
こ
数
年
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
元
気
の
出
る
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
は
学
校
単
位
で
の
応
募
が
増
え
、
20
校
を
超
え
ま
し
た
。
今
年
の
団
体
賞
は
滋
賀
県
の
堅
田
中
学
校
と
宮
城
県
の
名
取

高
校
で
、
い
ず
れ
も
国
語
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ
と
の
こ
と
。
21
文
字
と
い
う
な
じ
み
の
薄
い
様
式
ゆ
え
、
そ
の
き
っ
か
け
が

気
に
な
り
担
当
の
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
名
取
高
校
は
公
募
雑
誌
で
知
り
、
国
語
科
の
課
題
で
短
歌
、
俳
句
を
学
ぶ
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。「
東
北
本
線
、
常
磐
線
、
阿
武
隈
急
行
と
た
く
さ
ん
の
鉄
道
が
通
っ
て
い
て
電
車
通
学
を
す
る

生
徒
が
多
い
の
で
す
」
と
の
こ
と
で
、「
電
車
と
青
春
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
身
近
な
課
題
で
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
と
語
り
ま
す
。

堅
田
中
学
校
の
先
生
は
前
任
の
唐
崎
中
学
校
で
も
授
業
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の
き
っ
か
け
は
同
校
で
同
僚
だ
っ
た
Ｆ

先
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
Ｆ
先
生
は
皇
子
山
中
学
校
時
代
か
ら
授
業
で
取
り
組
ま
れ
、
同
校
の
生
徒
だ
っ
た
「
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
」
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の
メ
ン
バ
ー
も
応
募
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
現
在
の
在
任
校
か
ら
も
応
募
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｆ
先
生
に
お
話
を
聞
く
と
「
文
字
の
数
な
の
で
取
り
組
み
や
す
く
、
音
で
数
え
る
と
短
歌
に
も
な
る
し
俳
句
の
よ
う
に
季
語

を
入
れ
な
く
て
い
い
の
で
自
由
」
と
の
こ
と
。「
授
業
の
一
貫
で
全
員
が
参
加
で
き
、
賞
が
あ
る
こ
と
が
励
み
に
な
る
」「
暮
ら

し
の
中
に
電
車
が
溶
け
込
ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
日
常
が
語
れ
る
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
文
芸
の
授
業
の
一
環
と
し
て

捉
え
た
Ｆ
先
生
の
熱
意
が
連
鎖
を
呼
ん
で
い
る
の
も
こ
の
事
業
が
長
く
続
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
と
も
言
え
ま
す
。

元
は
と
言
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
に
公
共
交
通
が
ど
う
関
れ
る
か
と
い
う
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
電
車
の
車
体
に
作
品

を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
走
行
し
よ
う
と
考
え
、
動
く
電
車
を
見
て
読
め
る
よ
う
に
し
た
い
ね
と
相
談
す
る
中
、
駅
の
数
の
「
21
」

文
字
な
ら
瞬
間
で
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
？��

と
い
う
、
い
わ
ば
思
い
つ
き
で
し
た
。
路
面
電
車
部
分
が
あ
る
こ
の
路
線
な

ら
で
は
の
着
眼
点
と
も
言
え
ま
す
。
そ
ん
な
乗
り
で
決
め
た
文
字
数
で
す
が
、
い
つ
の
ま
に
か
独
特
の
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
新

様
式
の
文
芸
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
育
ち
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
会
で
何
人
か
の
方
か
ら
「
な
ん
で
21
文
字
な
の
？
と
不
思
議
に

思
っ
て
た
け
ど
そ
う
や
っ
た
ん
や
～
」
と
謎
が
解
け
た
と
い
う
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
第
1
回
に
思
い
が
け
ず
多
く
の
応
募
が

集
ま
っ
て
、
次
回
も
や
っ
て
み
よ
う
と
な
り
、
毎
年
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
「
次
も
や
れ
そ
う
」
と
い
う
積
み
重
ね

で
続
い
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
文
字
数
だ
け
で
な
く
青
春
と
い
う
時
間
軸
と
電
車
と
い
う
場
面
の
縛

り
は
あ
れ
ど
自
由
な
創
作
が
出
来
る
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
展
開
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表　

福
井
美
知
子
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協
力
者
リ
ス
ト

令
和
4
年
度

【
協
力
団
体
・
企
業
】

滋
賀
県
（
滋
賀
県
知
事
賞
）

大
津
市
（
大
津
市
長
賞
）

株
式
会
社
叶�

匠
壽
庵
（
青
春
賞
）

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
（
さ
わ
や
か
賞
）

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
（
ユ
ー
モ
ア
賞
）

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

近
江
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

一
般
財
団
法
人
天
智
聖
徳
文
教
財
団
（
近
江
勧
学
館
賞
）

京
都
信
用
金
庫
（
団
体
賞
）

共
催
：
大
津
市

後
援
：
滋
賀
県

主
催
：
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尼
田
賢
光
、
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津

放
送
局
局
長�

手
島
一
宏
、
大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
京
都
信
用

金
庫
大
津
支
店
、
粂
川
由
夏
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
し
が
ト
コ
、
び

わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー�

川
戸
良
幸
、
毎
日
新
聞
大
津
支
局
、

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、
矢
野
圭
昭
ほ
か
（
50
音
順
）

第
16
回
作
品
募
集
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
角
谷
和
好
（
び
わ
こ
デ

ザ
イ
ン
文
化
協
会
）
／
み
し
ま
ち
あ
き　

監
修
：
び
わ
こ
デ

ザ
イ
ン
文
化
協
会

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�with�

旧
大
津
公
会
堂
チ
ラ
シ
デ
ザ

イ
ン
：
桜
ざ
し
ょ
ー

滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
森
友
美
子　

装
画
：
寺
田
み
の
る

表
彰
式
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
支
援
：
窄
口
真
吾
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